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周手術期看護実習

1．目的：手術療法を受ける対象とその家族を総合的に理解し、周手術期の看護実践能力を養う。

2．実習目標と到達目標

実習目標 到達目標 学習内容

1．  手術療法を受け
る手術前の対象
とその家族を総
合的に理解する。

①対象の発達段階と発達課題の達成状況を
理解できる。
②手術を受ける必要性について説明できる。
③手術オリエンテーションの内容とその目
的を説明できる。
④手術が身体に及ぼす影響を理解できる。
⑤麻酔が身体に及ぼす影響を理解できる。
⑥対象に実施された術前の検査を理解し、ア
セスメントができる
⑦対象とその家族の心理状態を理解できる。
⑧対象とその家族の生活への影響を理解で
きる。

・発達段階・発達課題の達成状況
・病態、術式（手術による形態、機
能的変化）
・検査の内容と評価
・手術前日、当日の準備
・手術オリエンテーション
　（術前訪問を含む）
・手術前訓練の目的、内容
・手術侵襲による生体への影響
　（ムーアの分類）
・創傷の治癒過程と看護
・麻酔の種類、副作用と看護
・術後合併症と看護
・心理的状態と看護
・生活への影響と看護

2．  手術を受ける患
者を取り巻く治
療環境と身心へ
の影響が理解で
きる。

①手術室の環境を理解できる。
②手術室の安全管理を理解できる。
③清潔区域と不潔区域の区別を理解できる。
④手術の体位と固定方法、留意点を理解でき
る。
⑤手術中の全身状態の経過を理解できる。
⑥術後の環境調整ができる。

・手術室入室の方法と留意点
・術後ベッド作成
・感染予防対策
・安全管理
・手術の機器、器具類の準備
・手術の体位と器官系に及ぼす影
響
・術後に必要な機器の準備
・酸素療法と看護
・輸液療法と看護
・輸血療法と看護

3．  手術後の全身状
態を観察し、回
復を促進する援
助ができる。

①術後に起こりうる合併症を理解できる。
②術後の全身状態を系統的に観察できる。
③術後の患者の変化をアセスメントできる。
④術後の検査データをアセスメントできる。
⑤患者の状態を踏まえて看護上の問題を抽
出し、優先順位を判断できる。
⑥術後合併症予防にむけた、具体的な援助方
法を立案できる。
⑦術後の患者の安全・安楽を考慮した援助を
実践できる。
⑧早期離床に向けての援助を実施できる。
⑨実践した援助を評価し、計画の修正・追加
ができる。

・手術後の系統的な観察項目
・創傷の観察と処置
・留置物・装着物の管理
・術後合併症の予防と発症時の看
護
・早期離床と看護
・回復状態に応じた生活支援技術
・リハビリテーションと看護
・術後の治療環境
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4．  患者の生活状況
を考慮し、社会
復帰に向けた支
援ができる。 

①退院後の生活状況が理解できる。
②退院後の生活上の問題が理解できる。
③健康を維持するために必要な支援ができ
る。

・退院支援
・継続看護
・保健・医療・福祉の法律と制度

5．  チーム医療にお
ける看護師の役
割、他職種連携
が理解できる。

①手術室の看護師の役割が理解できる。
②患者を取り巻く医療チームとその連携の
必要性が理解できる。
③危機管理の重要性が理解できる。

・看護師の役割分担と業務内容
・気管内挿管・抜管、脊髄麻酔・
全身麻酔導入時の看護
・手術室、ICUの看護
・術前・術後の申し送り
・リスクマネジメント

3．1）実習展開

実習内容

午　前 午　後

1 日目 学内① ・学内実習オリエンテーション
・DVD視聴
・確認テスト（看護師国家試験過去
問題）

・病棟オリエンテーション
・事前学習
・シミュレーション学習（準備含む）

2日目 学内② ・シミュレーション学習 ・シミュレーション学習（片付け含む）
・早期離床の演習

3日目 臨地① ・病棟・手術室・ICUオリエンテー
ション
・患者紹介　・同意書確認
・フローシートの作成

・術前説明（入院オリエンテーション含む）
・術前処置　
・情報収集

4日目 臨地② ・情報収集
・術前評価
・病棟の看護計画に沿った実践

5日目 臨地③ ・手術見学
・術後観察
・術後の状態に応じた生活支援

6日目 臨地④ ・病棟の看護計画に沿った実践
・術後観察
・術後の状態に応じた生活支援

・関連図・全体像、計画を発表し、看護計
画の妥当性、方向性、優先順位を検討

7日目 臨地⑤ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助

8日目 臨地⑥ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助
・看護計画の追加、修正　　・中間自己評価

9日目 臨地⑦ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助
・看護計画の追加、修正

10 日目 臨地⑧ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助
・看護計画の追加、修正

11 日目 臨地⑨ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助援
・看護計画の追加、修正

12 日目 臨地⑩ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助援
・看護計画の追加、修正
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13 日目 臨地⑪ ・看護計画に沿った実践および術後の状態に応じた援助援
・看護計画の追加、修正

14 日目 臨地⑫ ・上記（午前中の実習）
・最終自己評価

・最終カンファレンス
・実習のまとめ

15 日目 学内③ ・LTD-NP カンファレンスの準備 ・LTD-NP カンファレンス
・実習記録の整理と提出
・確認テスト（看護師国家試験過去問題）

（1）実習展開は、手術の状況で異なる。

（2）実習経過や実習目標到達の程度により複数人を受け持つこともある。

（3）全身麻酔の患者を優先して受け持つが、術式によって腰椎麻酔も受け持つこともある。

2）カンファレンス

（1）毎日実施し、参加者で学びを共有・検討し、看護の優先順位、妥当性などを検討する。

（2）毎朝の行動計画発表時に、カンファレンスレジメを提出する。

（3）内容は実習目標を達成できるように学生が設定する。

（4）  手術翌日の計画発表は、周手術期 -4 用紙、現在立案しうる全ての合併症についての周手術期‐5用

紙をコピーしたものを資料とする。

（5）臨地実習中、1回はリスクマネジメントのカンファレンスを実施し、安全な看護につなげる。

（6）学内実習時の LTD-NP カンファレンスの詳細は、基礎看護学Ⅱ実習を参照する。

（7）  最終カンファレンスは 30 分～ 45 分間とし、要約して発表項目を絞ったり、優先順位をつけたり等、

時間内に終了できるように工夫して発表する。

3）記録

（1）行動計画発表時は、記録用紙を用いながら効果的に行う。

（2）  合併症予防や退院支援の為に資料を作成する場合、臨地実習指導者を通じて、必要時、医師、栄養

士、PT、OT、ST等と連携をはかる。

4）項目実習

・他職種カンファレンスへの参加　・術後ベッド作成　・手術室へ入室準備や引継ぎ　・手術後の手術

室への迎えや引継ぎ　・ストーマ管理　・術後の処置（創処置・留置物抜去など）　・検査・麻酔科受

診　・術前訪問・栄養指導やリハビリ見学　・静脈留置（IVH含む）など
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4．対象の選定
1）成人・老年期を対象とする。

2）手術を受ける対象とする。

5．実習評価
1）実習評価は評価表に基づいて 5段階評価（秀、優、良、可、不可）とする。

2）自己評価は学生自身が実施し、ボールペンで記載する。

3）他者評価は実習指導者と協議の上、教員が行う。
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5．学内実習
1）学内実習目標

①　周手術期の対象の状態をイメージ化できる。

②　術後合併症の視点で手術後の観察ができる。

③　術後の対象の状態をアセスメントできる。

④　留置物や装着物のある患者の早期離床が実施できる。

⑤　周手術期の対象の看護を実践するための自己の課題を明確にできる。

2）実習展開

　学内実習1日目（実習1日目）　 持参物：ジャージ、聴診器、成人看護学方法論Ⅰ・Ⅱの課題

時 間 本日の目標 実習内容 記録物

AM 1）  周手術期の対象と看護、
治療環境についてイ
メージ化を図る。

　 【実習目標①②③④】
　 【学内実習目標①】

2）  手術を受ける患者の心
身の変化、医療チーム
の連携、看護師の役割、
治療環境について自己
の手術見学の目的が明
確にできる。

　 【実習目標①②⑤】
　 【学内実習目標⑤）】

①  周手術期の授業資料をもとに知識の確認を
する。
②知識確認テストを行い、振り返りをする。
　＊  主な確認内容として以下をポイントに確
認する。

　・麻酔法（局所麻酔・全身麻酔）
　・  術後合併症（出血、呼吸器合併症、 痛、

術後イレウス、DVT、感染症、せん妄な
ど）

　・ムーアの生体反応
③術前・術中・術後患者の看護の実際
　・ビデオ学習（25 分× 3本）
　・  ビデオ学習を通して、各期のイメージ化
と重要ポイントを記録用紙にまとめ提出
する。

④  手術見学目的用紙を記載し、手術室見学の
際、持参し、見学目標を明確にする。

・周手術期－1
・周手術期－9

PM 3）  手術療法を受ける患者
を総合的に理解できる。

　 【実習目標①②】
　 【学内実習目標①】

①  病院の概要と病棟・手術室の特徴を理解す
る。
　・  患者紹介（実習先によっては当日の紹介）
　・病院・病棟・手術室の特性
　・カンファレンスの進め方
②事前学習
　・  解剖生理・病態生理（疫学・病理・治療・
検査・症状・看護）

　・発達課題
③シミュレーション学習の準備　
④術後のベッド作成（術前の治療環境）

・  病院・病棟オリ
エンテーショ
ン用紙

・周手術期－1
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学内実習2日目（実習2日目）　持参物：ジャージ、聴診器、成人看護学方法論Ⅰ・Ⅱの課題

時 間 本日の目標 実習内容 記録物

AM 4）  周手術期の対象の状態
をイメージ化できる。

5）  術後合併症の視点で手
術後の観察ができる。

　 【実習目標②③】
　 【学内実習目標①②③】

①シミュレーション学習
　（肺音・腸蠕動音・心電図モニター）
　・術後観察とアセスメント
　・ドレーン等の留置物・装着物の管理
　・創傷管理 ・周手術期－1

・周手術期－7

PM 4）  周手術期の対象の状態
をイメージ化できる。

5）  留置物や装着物のある
患者の早期離床が実施
できる。

　 【実習目標②③】
　 【学内実習目標②③④】

②演習
　・弾性ストッキング装着
　・早期離床
　・血糖測定
③片付け

・周手術期－1
・周手術期－7

学内実習3日目（実習15日目：最終日） 
時 間 本日の目標 実習内容 記録物

AM 6）  手術療法を受ける患者
の看護を総合的に理解
できる。

　 【実習目標①～⑤】
　 【学内実習目標①～⑤】

①　LTD-NP カンファレンス準備
　　  術式、術後（前）何日目か等、事実を具
体的に記載する

・周手術期－13

PM ①　LTD-NP カンファレンス
②　知識確認テスト
③　実習記録の整理と提出 ・周手術期－13
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6．実習記録・その他の記録の記録用紙
1）実習記録の配布については以下の通りである。

実　習　記　録 記録枚数 備考

①　実習行動計画表  3 枚

②　周手術期 -1　 自己学習  2 枚 PC可

③　周手術期 -2　 手術室の記録  1 枚

④　周手術期 -3　 情報整理・解釈  4 枚

⑤　周手術期 -4　 アセスメント・統合  1 枚 関連図のみ PC可

⑥　周手術期 -5　 計画用紙  8 枚 PC可

⑦　周手術期 -6　 実施記録 10 枚

⑧　周手術期 7　 フローシート  7 枚

⑨　周手術期 -8　 手術見学レポート表紙  1 枚

⑩　周手術期 -9　 手術見学目的  1 枚

⑪　周手術期 -10　手術見学レポート用紙  1 枚

⑫　周手術期 -11　実習のまとめ  1 枚

⑬　周手術期 -12　経験した検査・治療・援助技術  3 枚

⑭　安全に関する体験報告書  1 枚

⑮　実習評価表  1 枚

⑯　臨地実習における体調管理  1 枚

⑰　技術経験録

（注）①　記録用紙の不足分は各自でコピーをする。
　　 ②　周手術期－ 13 は項目実習の場合に記録する。
　　 　　（多職種カンファレンスへの参加、術後ベッド作成、ストーマ管理、創処置、血糖測定など）

2）記録・技術経験録の提出

① 安全に関する体験報告書については、インシデント・アクシデント発生後、速やかに担当教員に提

出する。

② 実習評価表の中間評価は教員の指示に従って提出し、最終評価は実習最終日に記載して提出する。

実習記録は上記の順番でファイルする。

③ 手術見学レポートは、周手術期－ 8・9・2・10 の順で学校のレポート提出の方法に準じる。

④ 手術見学レポート（周手術期－ 8・9・2・10）、⑮実習評価表、⑭安全に関する体験報告書はパン

チで穴を開けない。

⑤ 実習ファイル・実習評価表は、実習最終日に病棟へ提出する。

⑥ ⑰技術経験録は実習中、技術経験前に提示して活用し、実習最終日に教員に提出する。
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周手術期看護実習　実習評価表
学籍番号 学生氏名 実習施設・病棟
実習期間 令和　  　年　  　月　  　日 ～　  　月　  　日 欠席時間数・理由 　　時間　　　分・理由

実習目標 評　価　項　目
自己評価

他者評価
中間 最終

1）  手術療法を受ける
手術前の対象とそ
の家族を総合的に
理解する。

①受け持ち患者の発達段階を理解することができる
②手術が身体に及ぼす影響を理解することができる
③麻酔が身体に及ぼす影響を理解することができる
④受け持ち患者の心理的状態を理解することができる
⑤周手術期の特徴を踏まえた視点で情報を整理することができる
⑥術後に予測される合併症や健康問題を抽出することができる

2）  手術を受ける患者
を取り巻く治療環
境と身心への影響
が理解できる。

①  手術前の患者の治療環境・検査・説明と同意について理解することができる
②手術中の患者の物理的な治療環境について理解することができる
③手術後の患者の治療環境・留置物・処置について理解することができる
④危機管理の重要性について理解することができる

3）  手術後の全身状態
を観察し、回復を
促進する援助がで
きる。

①術直後、術後早期の観察項目を明らかにすることができる
②フローシートを用いて患者の状態を経時的に観察することができる
③術直後の患者の変化をアセスメントすることができる
④異常の早期発見のため、合併症毎にアセスメントしながら報告ができる
⑤離床開始後から退院までの観察項目を明らかにすることができる
⑥離床開始後から退院までの患者の変化をアセスメントすることができる
⑦  患者の状態を踏まえて看護上の問題を抽出し優先順位を考えることができる
⑧術後合併症予防にむけた、具体的な援助方法を立案することができる
⑨術直後の早期離床を実践することができる
⑩術後の患者の安全・安楽を考慮した援助を実践することができる
⑪  術後の患者・家族の苦痛や不安を考慮しながら援助を実践することができる
⑫実践した援助を評価し、計画の修正・追加することができる

4）  患者の生活状況を
考慮し、社会復帰
に向けた支援がで
きる。

①  受け持ち患者の社会や家庭での役割と手術が及ぼす影響について考えられる
②受け持ち患者の退院後の合併症の予防を明らかにできる
③  受け持ち患者の退院時の目標を理解し、それを支える社会資源が理解できる
④受け持ち患者の退院後の合併症予防への支援が実践できる
⑤受け持ち患者の健康問題を理解することができる

5）  チーム医療におけ
る看護師の役割、
他職種連携が理解
できる。

①チーム医療における看護師の役割が理解できる
②患者の治療環境の移動に伴う情報提供を理解することができる
③多職種の職種と役割を述べることができる
④多職種との連携の必要性が理解できる
⑤患者を取り巻く医療チームと連携をはかることができる

学習姿勢・態度

①指定された期限内に記録できる
②疑問点について質問と自己学習ができる
③助言を受け止め、自己の意見も言える
④グループ内での役割を果たし、協調することができる
⑤時間を守ることができる
⑥身だしなみを整えることができる
⑦適切な言葉遣いができる
⑧家族・医療従事者との良好な人間関係の構築に向けて努力できる
⑨患者の個人情報を保護できる
⑩実習にあたり必要な学習を抽出し、事前学習をすることができる

コメント

実習指導者　　　　　　　　　　　　　印 担当教員　　　　　　　　　　　　　　　印 総合評価

◎優れてできる　　○できる　　△不十分さを残すができる　　×できない
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